
作物がベタつかず、汚れにくい

高濃度アミノ酸粉末液肥

M00689



特長

①約75％の高濃度でアミノ酸を含有！

②水溶性で溶け残りが少ない！

点滴チューブでも使用可能！

＊点滴チューブの使用後は、カラ水を流してください。

③作物の汚れやベタつきが気にならない！

④ 保証成分（ N‐P‐K 11.5％‐2％‐1％ )



期待できる効果
高い発根促進効果による ストレスからの回復 、

歩留まりの向上、なり疲れの軽減、着花促進 ほか

無処理区 ナチュラミン区

キャベツ定植から週1回、1,000倍で3回散布



使用方法

①葉面散布：

1,000～2,000倍（100g/10aを目安に）

②灌注処理：

100g/10a

※吸湿性が高いため、開封後は密封し、早めに使い切るようにしてください。

吸湿した場合にはベタつくことがありますが、効果に影響はありません。



モモでの施用事例

調査日 ： 8月6日
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339.2 315.6
調査結果 ナチュラミン区 無処理区

➢ 処理期間 ： 2025年6～7月                                                                               

➢ 作物 ： モモ・川中島白桃

➢ 場所 ： 山梨県

➢ 処理方法 ：1,000倍液を2回葉面散布6

果実の肥大、糖度の向上を確認！
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ブドウでの施用事例

調査日 ： 8月23日
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2.67 2.57

19.4 17.9

調査結果

ナチュラミン区 無処理区

ナチュラミン区 無処理区

➢ 処理期間 ： 2024年6～7月

➢ 作物 ： ブドウ・ピオーネ

➢ 場所 ： 山口県

➢ 処理方法 ：1,000倍液を2回葉面散布

➢ 備考 ： ナチュラミン区 、 無処理区の果実の大きさ、糖度などをそれぞれ調査。

調査は同樹齢の樹の枝太さが同等な箇所で5果連続×2枝にて実施。
6

果実の肥大、糖度や着色の向上を確認！



葉面温度の低下を確認！キュウリでの施用事例
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PlotNo.1無処理区

PlotNo.2ケイ酸カリ液肥区

PlotNo.3アミノ酸液肥区

PlotNo.4キレート・カルシウム区

PlotNo.5ナチュラミン区

散布
1回目

（5/21）

散布
3回目

（6/4）散布
2回目

（5/28）

葉
面
温
度
（
℃
） 2回目散布の3日後には、

葉面温度が5℃低下

根量増加により十分量の水が吸収され、活発な蒸散が
行われたことで葉面温度が低下したと考えられる。

無処理区

ナチュラミン区

※1）供試作物はキュウリ（フリーダム露地１号）。
※2）測定は、各散布日の翌日および3日後に行った。
※3）子づるの活動中心葉10枚を測定した平均値。
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